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（世帯） 世帯主年齢 2015年 2017年 2020年 2022年 2025年 対15年比

総世帯数➡

世帯主年齢 2015年 2017年 2020年 2022年 2025年 対15年比

単身

～34 歳
7,627 6,577 5,874 4,535 4,291 -43.7

単身

35 ～59 歳
8,621 8,987 9,229 

9,606 8,902 +3.3 ％

単身

60 歳～
9,865 10,252 10,509 11,179 11,904 ​+20.7 ％

２人以上

～29 歳 1,702 1,270 982 833 836 ​-50.9 ％

２人以上

30 代

6,925 6,604 6,392 
4,995 

3,182 -54.1 ％

２人以上

40 代

9,743 
9,800 9,836 

8,837 
8,154 -16.3 ％

２人以上

50 代

8,469 8,958 9,282 
10,234 

10,304 +21.7 ％

２人以上

60 代

9,358 
8,281 7,564 

7,718 
8,406 ​-10.2 ％

２人以上

70 歳～ 11,935 
12,946 13,621 

13,398 
12,815 +7.4 ％

74,245 73,675 73,289 
71,335 

68,794 -7.3%
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今後、自店の商圏内でも進行するかもしれない、するであろう・・
居住者の高齢化や人口の減少、それに伴う消費（需要）構造の変化。

個店毎で一様でない、その変化の方向をいち早く把握（予測）し、
競合に先駆けて、対応を模索（戦略化・戦術化）することが、

地域での生き残り・優位性維持のために必要となる…と考えます。

また、新店の開発にあたっても、
その将来性を見極めるうえで、予測という視点は極めて重要となります。

①個店商圏は貴社から包含範囲を提供していただくか、或いは距離圏での設定となります。

②推計レンジは最長で２０年後まで可能です。

③潜在需要のカテゴリーは貴社の商品分類基準に沿った算出が可能です。（上記はあくまでイメージとなります）

④既存店を対象とする場合、カテゴリー別売上を頂ければ、潜在需要のほか、売上ベースでの推計も可能です。
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（百万） カテゴリー 2015年 2017年 2020年 2022年 2025年 対15年比

カテゴリー 2015年 2017年 2020年 2022年 2025年 対15年比

食料品

50,274 50,210 50,165 49,217 47,608 - 5.3%

外食

13,968 13,660 13,454 12,855 
12,258 - 12.2%

紳士衣料

2,240 2,186 2,150 
2,053 

1,960 -12.5%

婦人衣料

4,077 4,028 3,995 
3,885 

3,753 -8%

子供衣料

890 860 840 
748 

648 -27.2%

服飾雑貨

4,869 4,764 4,693 
4,485 

4,267 - 12.4%
生活雑貨

7,250 7,189 7,148 
6,934 

6,636 - 8.5%家電・家具

3,720 3,699 3,685 
3,600 

3,475 - 6.6%

趣味用品

10,254 10,185 10,138 
9,869 

9,503 - 7.3%

娯楽教養

10,051 9,932 9,852 
9,486 

9,089 - 9.6%

理美容

2,676 2,656 2,641 
2,568 

2,487 - 7.1%

保険・医療 9,914 9,927 9,935 
9,791 

9,510 - 4.1%

全体 120,184 119,296 118,696 
115,491 

111,192 -7.5 ％
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潜在需要の算出は、
少子化・高齢化の伸展を反映。
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消費支出の構造は・・・

⓵世帯種類（２人以上世帯／単身世帯）

②年齢区分（世帯主年齢）

によって大きく異なります。

そのため、 「世帯数×１世帯当りの消費支出額」による

単純算出だと大きな誤差が生じる為、当社では、上記

①②の支出ギャップを考慮した、算出方法を採用してい

ます。

これにより、少子化・高齢化による影響を含む、より実

態に即した、推計となっています。
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